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【参考】マイクロクレデンシャル、Ｅポートフォリオ、デジタルプラットフォーム①

出典：中教審大学分科会質保証システム部会（第５回）【2020年11月25日開催】 資料３（米澤彰純東北大学国際戦略室副室長・教授提出資料）より抜粋
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【参考】マイクロクレデンシャル、Ｅポートフォリオ、デジタルプラットフォーム②

学修歴証明書の主要な国際プラットフォーム比較

Blockcerts Digitary Erasmus without paper EMREX

実装地域 米、独、伊、墨 等 豪、NZ、加、米、英、印、中 等 伊、西、白、葡 等 北欧、蘭、波、中 等

ユーザー 学生・卒業生 大学職員 学生・卒業生

閲覧ソフト スマホ・アプリ等 ブラウザ

証明書送付先 応募先／採用先企業、教育機関 接続教育機関

証明書の体裁 グラフィック・イメージ 紙・PDF（大学ごと） データ データのブラウザ表示

出典：中教審大学分科会質保証システム部会（第５回）【2020年11月25日開催】 資料３（米澤彰純東北大学国際戦略室副室長・教授提出資料）を参考に経団連事務局にて作成

マイクロ・クレデンシャルとは？

◼ 「ナノ学位」「マイクロマスター・クレデンシャル」「サーティフィケート」「バッジ」「ライセンス」「エンドースメ
ント」等、様々な形態のクレデンシャルを包含

◼ デジタル通信技術がある学習者がどのような知識を持ち、何ができるのかについての情報を共有することができるような、
関係者のネットワークをデジタル・コミュニケーション技術によって確立することによって可能になったデジタル・クレ
デンシャル・エコシステムの一部となる

オルタナティブ・クレデンシャルとは？

◼ 国の関係教育当局によって独立した正式な教育資格として認められていない資格。OECDは高等教育段階に注目

◼ 注目される理由としては、「労働力のスキルアップ・再生への需要の高まり→ターゲットを絞った提供」「デジタル化に
よる提供単価の大幅な低下→オンライン配信」

◼ 種類としては、「サーティフィケート（学術的／専門職・産業的）」「デジタルバッジ」

◼ 主なコンテンツ・プロバイダーはMOOCsやテクノロジー企業。比較的高学歴の男性で中核的な労働年齢層(25～54歳)の
利用が多い




